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生
活
相
談
課　

（
２
５
）
８
１
２
５

古
家
に　

老
い
た
二
人
の　

さ
し
む
か
い 

粂　
　

洋
一
（
新
・
太
田
）

和
や
か
に　

花
の
シ
ャ
ワ
ー
浴
び　

海
津
崎 

中
崎　

徳
子
（
朽
・
桑
原
）

買
わ
な
い
で　

夢
は
大
き
く　

宝
く
じ 

清
水　

真
夫
（
今
・
今
津
）

昔
か
ら　

夏
は
や
っ
ぱ
り　

盆
踊
り 

梅
村　

保
次
（
安
・
四
津
川
）

押お
し
ぐ
る
ま
車　

朝
の
散
歩
に　

感
謝
す
る 

前
川　

た
つ
（
新
・
針
江
）

若
が
え
り　

菅
政
権
に　

あ
け
ぼ
の
を 

山
本　

節
子
（
朽
・
雲
洞
谷
）

ハ
ウ
ス
物　

旬
の
顔
し
て　

笑
っ
て
い
る 

藤
森
み
ち
子
（
朽
・
柏
）

四
季
問
わ
ず　

我
が
耳
い
つ
も　

蝉
し
ぐ
れ 

松
山
八
夜
夷
（
今
・
今
津
）

宮
参
り　

我
が
腕
の
中　

す
や
す
や
と 

山
田
木
乃
ゑ
（
今
・
下
弘
部
）

晩
酌　

肴
は
妻
の　

笑
顔
か
な 

山
本
喜
代
治
（
安
・
長
尾
）

花
菖
蒲　

雨
に
光
り
て　

梅
雨
の
入
り 

畠
山
美
智
子
（
朽
・
麻
生
）

母
逝
き
て　

五
年
過た

ち
て
も　

ま
だ
淋
し 

大
辻
ト
ミ
子
（
朽
・
岩
瀬
）

朝
が
き
て　

今
日
一
日
を　

予
約
す
る 

本
城　

和
枝
（
新
・
太
田
）

卓
球　

孫
に
ま
け
ぬ
と　

意
地
を
は
る 

岡
本
恵
美
子
（
マ
・
沢
）

夏
を
終
え　

夏
の
風
景　

夢
と
去
り 

寺
田　

義
輝
（
マ
・
西
浜
）

想
い
出
し　

梅
雨
の
二
十
五
日　

赤
い
紙 

土
井
登
美
雄
（
安
・
三
尾
里
）

土
用
の
ウ
シ　

鰻
の
悲
鳴　

ど
こ
か
ら
か 

木
津　

み
ね
（
高
・
拝
戸
）

郷さ
と
の
夜　

清
き
川
辺
に　

舞
う
蛍 

西
村
ち
よ
子
（
高
・
音
羽
）

風
呂
あ
が
り　

メ
ジ
ャ
ー
片
手
に　

腹
を
見
る 

坂
尾　

眞
一
（
新
・
旭
）

受
け
た
恩　

石
に
刻
め
と　

教
え
ら
れ 

松
本
せ
つ
子
（
マ
・
海
津
）

生
意
気
も　

伸
び
行
く
証　

頼
も
し
く 

北
坂　
　

修
（
高
・
武
曽
横
山
）

畑
荒
す　

野
ざ
る
と
競
う　

夏
の
朝 

水
口　
　

順
（
マ
・
森
西
）

夏
雲
よ　

長
崎
の
娘
は　

平
和
で
す 

曽
根
し
づ
江
（
マ
・
沢
）

看
病
で　

仮
眠
の
娘
に　

白
髪
見
る 

髙
澤　

芳
枝
（
今
・
松
陽
台
）

ブ
ブ
ゼ
ラ
の　

耳
を
は
な
れ
ず　

草
を
引
く 

井
口　

み
よ
（
高
・
高
島
）

治
療
法　

な
い
の
が
悲
し
い　

口
て
い
疫 

上
田　

ナ
ツ
（
マ
・
浦
）

は
か
ま
い
り　

も
う
じ
き
く
る
よ　

せ
き
た
の
む 

上
田
幸
次
郎
（
マ
・
浦
）

ゴ
キ
ブ
リ
に　

お
団
子
コ
ロ
コ
ロ　

御
成
佛 

八
田　

信
子
（
高
・
高
島
）

長
雨
が　

続
き
よ
ろ
こ
ぶ　

梅
雨
の
草 

河
原
田
う
た
子
（
今
・
岸
脇
）

も
う
あ
か
ん　

手
に
も
足
に
も　

力
な
し 

前
田　

と
み
（
今
・
浜
分
）

消
費
税　

苦
し
め
な
い
で
ね　

我
が
家
に
は 

川
本　

一
男
（
安
・
北
船
木
）

ツ
バ
メ
さ
ん　

可
愛
い
い
け
れ
ど　

糞
土
産 

小
谷　

ひ
で
（
高
・
高
島
）

ア
オ
イ
花　

の
ぼ
り
咲
き
見
て
待
つ　

梅
雨
の
明
け 

粟
津　

満
子
（
マ
・
山
中
）

翁じ
いさ
ん
と　

今
日
は
仲
よ
く　

デ
ー（
サ
ー
ビ
ス
）
の
日 

北
川　

千
代
（
高
・
勝
野
）

味
の
あ
る　

話
を
く
れ
る　

人
と
居
る 

髙
橋　

久
一
（
新
・
藁
園
）

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
中
に

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が
爆
発
！

◎
原　

因

　

２
台
並
べ
た
カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
の
上
に
大
き
な
鉄
板
を
乗
せ

た
た
め
、カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が
鉄
板
の
放
射
熱
で
加
熱
さ
れ
て
、

ボ
ン
ベ
内
の
圧
力
が
異
常
に
上
昇
、
爆
発
し
た
も
の
で
す
。

　

※
放
射
熱
と
は
・
・
・
物
体
が
温
め
ら
れ
た
熱
で
、
他
の
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

体
が
温
め
ら
れ
る
こ
と
。

◎
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

・
カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
を
２
台
以
上
並
べ
て
使
わ

な
い
。

・
カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
を
覆
う
よ
う
な
大
き
な
鍋

や
鉄
板
を
使
わ
な
い
。

・
木
炭
の
火
起
こ
し
な
ど
、
調
理
以
外
の
用
途

に
使
わ
な
い
。

　

カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
を
使
用
す
る
と
き
は
、
取
扱

い
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ

う
。 　

カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
を
２
台
並
べ
、
そ
の
上

に
鉄
板
を
置
い
て
使
っ
て
い
た
ら
、
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
が
爆
発
し
、
や
け
ど
を
負
っ
た
。

＜事　例＞

環
境
政
策
課　

（
２
５
）
８
１
２
３

「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
Ａ
類
」

　
　
　
　

っ
て
ど
ん
な
も
の
？

　

収
集
さ
れ
た
燃
え
な
い
ゴ
ミ
Ａ
類
は
、
今
津
地
域
は
今
津
不
燃
物
処
理
場
に
、
朽

木
地
域
は
朽
木
不
燃
物
処
理
場
に
埋
め
立
て
て
い
ま
す
。

　

マ
キ
ノ
、
安
曇
川
、
高
島
、
新
旭
地
域
は
、
処
分
場
が
す
で
に
い
っ
ぱ
い
に
な
り

市
内
で
埋
め
立
て
で
き
な
い
の
で
、
大
阪
湾
広
域
臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
（
大
阪

湾
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
）
の
処
分
場
で
埋
め
立
て
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
Ａ
類
と
Ｂ
類
に
分
け
て
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
Ａ
類
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

・
陶
磁
器
類
（
茶
わ
ん
、さ
ら
、花
瓶
、植
木
鉢
な
ど
）

・
ガ
ラ
ス
製
品
（
コ
ッ
プ
、
窓
ガ
ラ
ス
な
ど
）

・
電
球

● 

燃
え
な
い
ゴ
ミ
Ａ
類

※
量
が
多
い
と
き
は
回
数
を
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
割
れ
た
も
の
は
コ
ン
テ
ナ
か
ら
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
、

　

袋
な
ど
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

注 意

次
の
も
の
は
燃
え
な
い
ゴ
ミ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

・
蛍
光
灯

・
飲
食
用
ビ
ン
、

  

化
粧
品
ビ
ン
、

  

服
用
す
る
薬

  

の
ビ
ン
等

有
害
ご
み

資
源
ご
み

▼
平
成
21
年
度  

年
間
収
集
量　

１
７
８
．
２
１
ｔ
（
総
ご
み
量
（
１
９
，
５
９
６
ｔ
）
に
対
す
る
割
合
０
．
91
％
）


